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 １年生を迎える会 と 春の遠足  
上級生の温かな気持ちと頑張っている１年生の姿がすてきでした！ 

すばらしい天気に恵まれ、金立の自然を満喫することができました！ 
 
５月２日（火）の１時間目に、「１年生を迎える会」を行いました。運営

委員会の子どもたちの企画と集会委員会の子どもたちの進行により行

われた「１年生を迎える会」は上級生の温かな気持ちが伝わるすてきな

会でした。また、全校児童の前で、自分が書いた「好きなものの絵」を見

せながら、自分が好きなものを紹介してくれた１年生の姿を見て、入学

からのわずかな期間で「成長したなあ！」と嬉しくなりました。全校の子

どもたちが学年ごとに工夫を凝らして、１年生へのプレゼントを作って

くれていたことも心が温かくなりました。 

 

その後、全校で金立いこいの広場に春の遠足に出かけました。すば

らしい晴天の中、子どもたちはたてわりグループ毎に出発しました。途

中、交通指導員の方が交通量の多い交差点に立っていただき、子ども

たちの交通指導を行っていただきました。毎年、学校職員だけでは、手

が足りずに心配でしたが、金立町交通安全協会の会長の石橋さんに相

談したら、快く引き受けていただき、朝に引き続き、交通指導員たちに

声をかけていただきました。本当にありがとうございました。 

 

金立いこいの広場では、子どもたちはたてわりグループで集まって、

思い思いに弁当を広げていました。お家から持ってきた弁当やお家の

方から買ってもらったお菓子を楽しそうに、そして、おいしそうに食べ

ていました。嬉しそうにお弁当を見せてくれる子どもたちや、お弁当の

中身を自慢している子どもたちもいて、微笑ましかったです。中には、

「自分でお弁当を作りました！」と話してくれる子どももいて、本当に頼

もしいなあと思いました。 

 

お弁当の後は、学年も入り混じって、元気いっぱいに遊ぶ姿が公園

のあちらこちらで見られました。子どもたちの元気には本当に驚かせら

れます。その中でも、１年生や２年生を気遣ってくれたり、一緒に遊んで

くれたりしている上級生の姿を見て、金立っ子のやさしさを感じまし

た。 

学校 HP もご覧ください 



全校朝会の話  ベートーヴェンの話 
 ５月１１日（木）は、今年最初の全校朝会でした。 

今回の全校朝会では、クラシックの世界では有名な作曲家  

ルードヴィッヒ・ヴァン・ベートーヴェンについてお話をしました。 

 

 ベートーヴェンといえば、「エリーゼのために」というピアノの小品から、第９交響曲（喜びの歌）と呼ばれる

壮大な音楽まで、クラシックに興味がない人でも一度は耳にしたことがあるような有名な曲を世に残した

作曲家です。当時、新しすぎるベートーヴェンの音楽に批判的だった人たちに対して、「（あなたたちには理

解できなくても、）100 年後の聴衆（聴き手のお客さん）はきっと分かってくれる！」と言ったというエピソ

ードなどもありますが、実際に 200 年近くたった今でも世界中のたくさんの国で何度も何度も演奏され

続け、たくさんの人に聴かれているベートーヴェンの音楽がたくさんあることをすごいとは思いませんか。 

 でも、このベートーヴェンは 20 代の半ばぐらいから耳が聞こえなくなり、40 歳ころにはほとんど聞こえ

なくなっていたそうです。ベートーヴェンは当時、とても上手なピアニストでもあり、たくさんの演奏会もし

ていたそうですが、それもできなくなりました。音楽を仕事にする人が、耳が聞こえなくなることって、みな

さんはどう思いますか。 

そんな頃に作曲された曲の中に、交響曲第５番があります。日本では「運命」とも呼ばれており、冒頭の

「ジャジャジャジャーン」がとっても有名ですね。（１楽章を聴く）みなさんはこの曲を聴いてどんな気持ちに

なりますか。私は、まるで、ベートーヴェンの悩みや苦しみが、次々に押し寄せてくるような感じがしました。

でも、みなさんがよく知っている部分は最初の部分（第１楽章）ですが、実はこの曲は４つの部分でできてい

て、最後はこんな音楽なのです。（４楽章を聴く）みなさんはどんな気持ちになりますか。さっきとは打って

変わって、明るく元気で、「頑張るぞー！」という力が満ち溢れてくるような音楽だとは思いませんか。 

私はベートーヴェンに直接、会ったことはありませんが、この 35 分くらいの音楽は、ベートーヴェンが、

自分の耳が聞こえなくなる悩みや苦しみから立ち直って、「もう一度がんばろう！」という気持ちになったこ

とを表した音楽ではないかと思っています。実際に耳が聞こえなくなった後も、最初に話した第９交響曲な

ど、とても有名な曲をたくさんつくっています。 

今日は聴くことができなかった途中の部分にもいろいろなドラマがあるように思います。ちょっと難しい

かもしれませんが、みなさんも興味があったら、ぜひ全部通して、聴いてみてほしいなあと思います。 

 

最後に子どもたちにはこんな質問をしました。 
 

【質問１】 ベートーヴェンのような生き方をみなさんはどう思いますか？ 

【質問２】 今、みなさんが聴いている音楽やみなさんのまわりにある音楽で、100 年後 

もたくさんの人に聴かれている音楽って、どんなものがあると思いますか？ 
 

子どもたちに質問の答えは聞いていませんが、とても興味があります。 

 

６月の主な学校行事・地域行事・雄飛学園行事の予定 

4 日（日）  美化美化（ぴかぴか）大作戦  金立町クリーンボランティア 

10 日（土）  交通安全子供自転車佐賀市大会（予定） 

１１日（日）  佐賀市一斉フリー参観デー（8 時 15 分～12 時００分） 児童は 14 時 40 分頃 下校 

          ＰＴＡ親子ふれあい活動（２時間目・・・２年、３時間目・・・４年、４時間目・・・６年） 

12 日（月） 代休 

14 日（水）・15 日（木）  ５年 自然教室（北山少年自然の家） 1 泊 2 日 

25 日（日）  雄飛友愛バザー  

28 日（水）  東部教育事務所 学校訪問 


